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アプライアンスのインストールワークフロー
Catalyst Centerアプライアンスを物理的にインストールするには、インストールする各アプラ
イアンスについて、この章で説明するタスクを完了します。プライマリノードを設定する前

に、すべてのアプライアンスをインストールします。

これらのタスクがすべて完了したら、「アプライアンス設定の準備の概要」で説明されている

手順に進みます。

アプライアンスを開梱して点検

内部アプライアンスのコンポーネントを取り扱うときは、静電気防止用ストラップを着用し、

モジュールのフレームの端のみを持つようにしてください。

注意

手順

ステップ 1 段ボール箱からアプライアンスを取り出します。将来アプライアンスを出荷する必要がある場合に備えて、
すべての梱包材を保存してください。

ステップ 2 カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと梱包品の内容を照合します。すべての品目を受信
していることを確認してください。
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ステップ 3 損傷を確認します。欠品または破損がある場合は、ただちにカスタマーサービス担当者に報告してくださ
い。次の情報を用意しておきます。

•梱包明細に記載されている発送元の請求書番号

•破損している装置のモデル番号とシリアル番号

•破損状態の説明

•破損による設置への影響

インストール警告とガイドラインの確認
アプライアンスの設置時には、以下のガイドラインが適用されます。

•アプライアンスを設置する前に、設置場所を検討して準備します。推奨されるサイトの計
画および準備タスクについては、『Cisco UCS Site Preparation Guide』を参照してくださ
い。

•アプライアンスの周囲に、保守作業とエアーフローのための十分なスペースがあることを
確認します。空気はアプライアンスの前面から入り、背面から出ます。

•設置場所の空調が、環境仕様に記載された温度要件に適合していることを確認します。

•キャビネットまたはラックが、ラック要件の確認（3ページ）に記載された要件に適合
していることを確認します。

•設置場所の電源が、電源装置の仕様に記載された要件に適合していることを確認します。
使用可能な場合は、電源障害に備えて UPSを使用してください。

•次の注意と警告を慎重に確認します。

アプライアンスを取り付ける際は、適切なエアーフローを確保するために、レールキットを使

用します。レールキットのないユニットをスタックすると、アプライアンスの上部の空気出口

がブロックされます。これにより、オーバーヒート、ファン速度の上昇、および消費電力の増

加につながります。設置の際にアプライアンスをレールキットに取り付けて、ユニット間に必

要な最小間隔を確保します。レールキットを使用してユニットをマウントすると、間隔を余分

にとる必要がありません。

注意

鉄共振技術を採用している無停電電源装置（UPS）は使用しないでください。このタイプの
UPSは、CiscoUCSなどのシステムに使用すると、データトラフィックパターンの変化によっ
て入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

注意
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ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

ステートメント 1005 -遮断器

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は次の定格を超えない

ようにします。

250 V、15 A。

警告

ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

ステートメント 1017 -立ち入り制限区域

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告

ラック要件の確認
ラックが次の要件を満たしていることを確認します。
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•標準的な 19インチ（48.3 cm）幅 4支柱 EIAラック（ANSI/EIA-310-D-1992のセクション
1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合するマウント支柱付き）を使用します。

•シスコが用意しているスライドレールを使用します。ラックポストの穴のタイプは、方形
0.38インチ（9.6 mm）、丸型 0.28インチ（7.1 mm）、サイズ 12～ 24 UNC、サイズ 10～
32 UNCです。

• 32コアまたは 56コアのアプライアンスサーバーごとに少なくとも 1つのラックユニット
（RU）または 1.75インチ（44.45 mm）の垂直ラックスペースを確保します。

80コアアプライアンスサーバーごとに少なくとも 2つのラックユニット（RU）または 3.5
インチ（88.9 mm）の垂直ラックスペースを確保します。

サポートされるシスコ製スライドレールキット

サーバーは、次のレールキットオプションをサポートします。

•部品 UCSC-RAIL-M6は、ボールベアリングスライドレールキットです。

•部品 UCSC-CMA-C220M6は、32コアおよび 56コアアプライアンスで使用されるボール
ベアリングスライドレールキット用の可逆的ケーブル管理アームです。

•部品 UCSC-CMA-C240M6は、80コアアプライアンスのボールベアリングスライドレー
ルキット用の可逆的ケーブル管理アームです。

ラックの設置に必要な工具

シスコが販売するこのサーバー用のスライドレールの場合、設置に必要な工具はありません。

スライドレールおよびケーブルマネジメントアームの寸法

このサーバーのスライドレールの調整範囲は 24～ 36インチ（610～ 914 mm）です。

オプションのケーブルマネジメントアームを使用する場合、長さの要件がさらに追加されま

す。

• 32コアおよび 56コアのアプライアンスの場合、サーバーの背面からケーブル管理アーム
の背面までの距離は 137.4mm（5.4インチ）です。80コアアプライアンスの場合、この距
離は 193 mm（7.6インチ）です。

• 32コアおよび 56コアのアプライアンスの場合、ケーブル管理アームを含むサーバーの合
計長は 894mm（35.2インチ）です。80コアアプライアンスの場合、長さは 955mm（37.6
インチ）です。

アプライアンスの接続および電源投入
アプライアンスの電源をオンにして、アプライアンスが機能していることを確認する方法につ

いて説明します。

アプライアンスの設置
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手順

ステップ 1 アプライアンスの各電源に、付属の電源コードを接続します。アース付き AC電源コンセントに電源コー
ドを接続します。詳細については、「電源装置の仕様」を参照してください。

（注）

アプライアンスに付属の電源のいずれかまたは両方を使用できます。最低1台の電源ユニットが必須です。
さらに 1台を追加して 1 + 1の冗長性を確保できます。

初回のスタートアップ時には、アプライアンスがブートしてスタンバイ電源モードになるまでに約 2分か
かります。

電源ステータス LEDは、次のとおりアプライアンスの電源ステータスを示します。

•緑：すべての電源装置が正常に動作しています。

•オレンジの点灯：1台以上の電源装置が縮退運転状態にあります。

•オレンジの点滅：1台以上の電源装置が重大な障害発生状態にあります。

電源ステータス LEDなどのアプライアンス LEDの詳細については、該当するアプライアンスの「前面パ
ネルと背面パネル」のトピックを参照してください。

• 32コアおよび 56コアアプライアンス

• 80コアアプライアンス

ステップ 2 前面パネルの KVMコネクタに接続されている付属の KVMケーブルを使用して、USBキーボードと VGA
モニタをサーバに接続します。または、背面パネルのVGAおよびUSBポートを使用することもできます。
一度に接続できる VGAインターフェイスは 1つのみです。

LEDの確認
アプライアンスの電源を投入したら、前面パネルと背面パネルの LEDの状態をチェックし、
機能していることを確認します。適切なリンクをクリックすると、アプライアンスの LEDの
説明が表示されます。

32コアおよび 56コアアプライアンス
これらの図は、設置後電源投入後、アプライアンスを構成する前に、アプライアンスの LED
の識別に役立ちます。

アプライアンスの設置
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図 1 : 32コアおよび 56コアアプライアンスの前面パネル LED

この表は、前面パネル LEDインジケータとその意味を示します。

ステータスインジケータLED

電源ステータス：緑1

ユニット識別：消灯2

システムステータス：緑3

電源装置ステータス：緑4

ファンステータス：緑5

ネットワークリンクアクティビティ：消

灯

6

温度ステータス：緑7

ドライブ障害 LED：消灯8

ドライブアクティビティ LED：緑9

アプライアンスの設置

6

アプライアンスの設置

32コアおよび 56コアアプライアンス



図 2 : 32コアおよび 56コアアプライアンスの背面パネル LED

次の表に、背面パネル LEDインジケータとその意味を示します。

ステータスインジケータLED

最初の電源投入後、すべてのポートのリンクステータスとリンク速度 LEDはオフになっ
ているはずです。

Mapping設定ウィザードまたはブラウザベースの設定ウィザードを使用してネットワーク
構成を設定し、テストした後は、すべてのケーブル接続ポートのリンクステータスとリ

ンク速度の LEDが緑色になります。すべての [uncabled]ポートの LEDはオフのままで
す。

1

AC電源ステータス LED：緑2

80コアアプライアンス
次の図は、物理的な設置と初回の電源投入が終わった後（設定前）動作しているアプライアン

スの LEDを示しています。
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図 3 : 80コアアプライアンス前面パネル LED

この表は、前面パネル LEDインジケータとその意味を示します。

ステータスインジケータLED

電源ステータス：緑1

ユニット識別：消灯2

システムステータス：緑3

ファンステータス：緑4

温度ステータス：緑5

電源装置ステータス：緑6

ネットワークリンクアクティビティ：消

灯

7

ドライブ障害 LED：消灯8

ドライブアクティビティ LED：緑9

次の表に、背面パネル LEDインジケータとその意味を示します。
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図 4 : 80コアアプライアンスの背面パネル LED

ステータスインジケータLED

最初の電源投入後、すべてのポートのリンクステータスとリンク速度 LEDはオフになっ
ているはずです。

Mapping設定ウィザードまたはブラウザベースの設定ウィザードを使用してネットワーク
構成を設定し、テストした後は、すべてのケーブル接続ポートのリンクステータスとリ

ンク速度の LEDが緑色になります。すべての [uncabled]ポートの LEDはオフのままで
す。

1

AC電源ステータス LED：緑2
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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